
平成15年8月8日 
 

株価指数連動型投資信託受益証券（ETF）決算短信 
＜第2期（平成15年7月8日決算）＞ 

 

フ ァ ン ド 名         ：上場インデックスファンドＴＯＰＩＸ 
連動対象株価指数         ：東証株価指数 
上 場 取 引 所         ：東京証券取引所 
コ ー ド 番 号         ：１３０８ 
売 買 単 位         ：1,000口 
投資信託委託業者名：日興アセットマネジメント株式会社 
本 社 所 在 地         ：東京都千代田区有楽町一丁目1番3号 
問 合 わ せ 先         ：ファンド管理部 副部長    纐纈  聡    TEL（03）5157－6194 
 
 
１．ファンドの運用状況 
（1）資産内訳 

平成14年7月8日現在 平成15年7月8日現在 
 

金    額 構成比 金    額 構成比 
 百万円 ％ 百万円 ％ 
株式 20,628 99.6 939,896 99.2 
現金･預金･その他の資産（負債控除後） 79 0.4 7,450 0.8 
合計（純資産） 20,707 100.0 947,347 100.0 

（2）設定・交換実績 
平成14年7月8日現在 平成15年7月8日現在 

 
口    数 口    数 

 千口 千口 
前計算期間末発行済口数       ① 0 19,993 
設定口数                     ② 19,993 1,244,747 
交換口数                     ③ 0 296,617 
当計算期間末発行済口数（①＋②－③） 19,993 968,122 

（3）基準価額 
平成14年7月8日現在 平成15年7月8日現在 

 
金額及び口数 金額及び口数 

 百万円 百万円 
総資産                       ① 21,583 1,185,380 
負  債                       ② 876 238,033 
純資産                       ③（①－②） 20,707 947,347 
 千口 千口 
当計算期間末発行済口数    ④ 19,993 968,122 
 円 円 
1,000口当たり基準価額      （③／④） 1,035,700 978,540 

（4）分配金 
 平成14年7月8日 平成15年7月8日 

円 円 

1,000口当たり分配金 4,720 10,040 
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２．当計算期間の運用状況 
○ポートフォリオ 
当ファンドは、東証株価指数に連動した投資成果を目標とするファンドです。 
原則として東証株価指数採用全銘柄に投資し、信託財産中に占める各銘柄の株数の比率と東証株価指数を構成
する各銘柄の株数の比率が等しくなるように維持するとともに、株式と株価指数先物を合わせた実質の株式組
入率を 100％程度で推移させて、東証株価指数との連動性を維持するよう努めました。尚、東証株価指数にお
ける採用銘柄については、連動性を損なわないよう全て組み入れました。 
 
○基準価額の推移 
＜期初と期末の比較＞ 
期初103,570円（100口当たり）の基準価額は、期末に98,858円（収益分配金1,004円含む）となりました。 
＜下落要因＞ 
・不正会計疑惑を背景とする米国株式市場の下落 
・デフレ進行に伴う金融システム不安や景気回復期待の後退 
・イラク情勢及び新型肺炎（ＳＡＲＳ）への懸念 
＜上昇要因＞ 
・企業業績の改善期待を背景とする米国株式市場の上昇 
・大手銀行グループの実質国有化などによる金融システム不安の後退 
＜期中の動き＞ 
・景気回復期待の後退や金融システムへの不安などを背景とする株式市場の下落の影響を受け、期初 103,570
円（100口当たり）の基準価額は11月中旬に82,108円まで値下がりしました。 
・株式市場は、一旦反発したものの、イラク情勢への懸念や景況感の一層の悪化から軟調な展開となり、基準
価額は2003年3月中旬に77,520円の期中安値となりました。 
・政策対応への期待や米国株式市場の上昇などを背景とする株式市場の上昇を受け、基準価額は値上がりして
期末は98,858円（収益分配金1,004円含む）となりました。 
 

期 初 期中高値 期中安値 期末 
2002.7.8 2002.7.9 2003.3.11 2003.7.8 
103,570円 105,193円 77,520円 98,858円 

＊基準価額は100口当たりで表示しております。 
 
○基準価額とベンチマークの比較 
期中における基準価額の騰落率は△4.5％となり、ベンチマークである東証株価指数（TOPIX）の騰落率△5.6％
を1.1％上回りました。 
＜主なプラス要因＞ 
・株式配当金の受取り 
・貸株収入の受取り 
＜主なマイナス要因＞ 
・信託報酬等の諸費用 
 
○当期の収益分配金 
当ファンドの収益分配金は、配当等収益から諸経費を控除した金額を分配することを原則としています。当期
は、1,000口当たり10,040円とさせていただきました。 
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３．財務諸表 
上場インデックスファンドＴＯＰＩＸ 

（１） 貸借対照表 

（単位：円） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第　1　期 第　2　期
期　　別　　 平 成 14 年 7 月 8 日 現 在 平 成 15 年 7 月 8 日

科　　目 金　　額 金　　額

940,220,082         195,990,727,92      

20,627,619,932      939,896,196,60      

-                   

-                   621,031,19          

10,000              835,896,97          

4,627,485           199,057,38          

8,955,000                              

1,185,289           145,642,78          

-                   47,691,649,51       

21,582,617,788      1,185,380,202,38    

21,582,617,788      1,185,380,202,38    

4,381,331                              

-                   1,369,357,00        

6,965,833           156,256,00          

94,366,960          9,719,948,53        

4,225,800           436,131,27          

9,055,423           774,485,59          

814                 199,58              

751,921,170         225,452,527,61      

5,035,862           124,119,19          

875,953,193         238,033,024,79      

875,953,193         238,033,024,79      

19,933,021,000      965,217,996,90      

773,643,595                            

-                   17,870,819,32       

（ 610,657,760         ） （ 34,280,426,88       

（ 705,024,725         ） （

773,643,595         △17,870,819,32     

20,706,664,595      947,347,177,58      

21,582,617,788      1,185,380,202,38    

（ う ち 当 期 利 益 ）

剰 余 金 合 計

負 債 ・ 純 資 産 合 計

純 資 産 合 計

Ⅰ 元 本

元 本

Ⅱ 剰 余 金

（ う ち 分 配 準 備 積 立 金 ）

期 末 剰 余 金

期 末 欠 損 金

資 産 の 部

Ⅰ 流 動 資 産

株 式

新 株 予 約 権 証 券

コ ー ル ・ ロ ー ン

派 生 商 品 評 価 勘 定

未 収 入 金

未 収 配 当 金

流 動 資 産 合 計

資 産 合 計

負 債 の 部

Ⅰ 流 動 負 債

有 価 証 券 貸 借 取 引 受 入 金

そ の 他 未 払 費 用

未 払 収 益 分 配 金

未 払 委 託 者 報 酬

未 払 利 息

未 払 受 託 者 報 酬

流 動 負 債 合 計

負 債 合 計

純 資 産 の 部

前 払 金

前 受 金

未 払 金

派 生 商 品 評 価 勘 定

そ の 他 未 収 収 益

受 入 担 保 代 用 有 価 証 券

現 在

6

0

0

4

3

9

- 

4

5

1

1

- 

0

0

4

4

3

5

3

8

7

7

8

- 

4

0 ）

）

4

4

1
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（２）　損益及び剰余金計算書
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(単位：円
第　1　期 第　2　期

期　　別 自 平 成 13 年 12 月 20 日 自 平 成 14 年 7 月 9 日
至 平 成 14 年 7 月 8 日 至 平 成 15 年 7 月 8 日

科　　目 金　　額 金　　額

113,667,108         9,127,507,970       

3,430               1,656,873           

608,423,539         32,790,671,145      

△2,509,955         1,279,964,089       

3,760,194           2,224,777,249       

723,344,316         45,424,577,326      

2,506               1,623,376           

4,225,800           436,131,274         

9,055,423           774,485,593         

5,035,862           216,705,850         

18,319,591          1,428,946,093       

705,024,725         43,995,631,233      

705,024,725         43,995,631,233      

705,024,725         43,995,631,233      

-                   773,643,595         

162,985,830         39,451,047,992      

（ -                   ） （ 39,451,047,992      

（ 162,985,830         ） （ -                   

-                   92,371,193,610      

（ -                   ） （ -                   

（ -                   ） （ 92,371,193,610      

94,366,960          9,719,948,534       

773,643,595         △17,870,819,324    

Ⅲ 当 期 一 部 交 換 に 伴 う 当 期 利 益 分 配 額

( 当 期 追 加 信 託 に 伴 う 剰 余 金 増 加 額 ）

Ⅴ 剰 余 金 増 加 額

Ⅳ 期 首 剰 余 金

営 業 収 益 合 計

Ⅱ 営 業 費 用

支 払 利 息

当 期 利 益 又 は 当 期 純 利 益

Ⅷ 期 末 剰 余 金 又 は 期 末 欠 損 金 ( △ )

受 託 者 報 酬

委 託 者 報 酬

そ の 他 費 用

営 業 費 用 合 計

営 業 利 益

経 常 利 益

( 当 期 一 部 交 換 に 伴 う 剰 余 金 増 加 額 ）

Ⅵ 剰 余 金 減 少 額

( 当 期 一 部 交 換 に 伴 う 剰 余 金 減 少 額 ）

( 当 期 追 加 信 託 に 伴 う 剰 余 金 減 少 額 ）

Ⅶ 分 配 金

経 常 損 益 の 部

そ の 他 収 益

派 生 商 品 取 引 等 損 益

有 価 証 券 売 買 等 損 益

営 業 損 益 の 部

Ⅰ 営 業 収 益

受 取 配 当 金

受 取 利 息

 

）

）

）

）

）

-                   -                   
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重要な会計方針

第 1 期 第 2 期

項　目

(1) (1)

(2) (2)

(3) (3)

自 平 成 14 年 7 月 9 日

至 平 成 15 年 7 月 8 日

期　別 自 平 成 13 年 12 月 20 日

至 平 成 14 年 7 月 8 日

２．

１．

３．

株式は移動平均法に基づき、以下のとお
り原則として時価で評価しております。

株式及び新株予約権証券は移動平均法に
基づき、以下のとおり原則として時価で
評価しております。

有価証券の評価基準及び評
価方法

時価が入手できなかった有価証券

証券取引所に上場されている有価証券
は、原則として証券取引所における計
算期間末日の最終相場（外貨建証券の
場合は計算期間末日において知りうる
直近の日の最終相場）で評価しており
ます。

当該有価証券については、原則とし
て、日本証券業協会等発表の店頭基
準気配値段等、金融機関の提示する
価額（ただし、売気配相場は使用し
ない）又は価格提供会社の提供する
価額のいずれかから入手した価額で
評価しております。

適正な評価額を入手できなかった場
合又は入手した評価額が時価と認定
できない事由が認められた場合は、
投資信託委託業者が忠実義務に基づ
いて合理的な事由をもって時価と認
めた価額もしくは受託者と協議のう
え両者が合理的事由をもって時価と
認めた価額で評価しております。

証券取引所に上場されていない有価
証券

証券取引所に上場されている有価証
券

受取配当金の計上基準収益及び費用の計上基準
受取配当金は原則として、株式の配当
落ち日において、その金額が確定して
いるものについては当該金額、未だ確
定していない場合には予想配当金額の
90％を計上し、残額については入金時
に計上しております。

時価が入手できなかった有価証券

同左

当該有価証券については、原則とし
て、日本証券業協会等発表の店頭売
買参考統計値（平均値）等、金融機
関の提示する価額（ただし、売気配
相場は使用しない）又は価格提供会
社の提供する価額のいずれかから入
手した価額で評価しております。

同左

証券取引所に上場されていない有価
証券

証券取引所に上場されている有価証
券

受取配当金の計上基準

同左

デリバティブ取引

同左

デリバティブ等の評価基準
及び評価方法

デリバティブ取引

個別法に基づき原則として時価で評価
しております。

 

 
 
 
 
 
 
 
 

5／8 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（貸借対照表関係）

期首元本額 期首元本額

期中追加設定元本額 期中追加設定元本額
期中交換元本額 期中交換元本額

元本の欠損

担保資産 担保資産

株 式 株 式

有価証券の消費貸借契約により貸し付けた有価証券 有価証券の消費貸借契約により貸し付けた有価証券

株　　式

国債証券

19,933,021,000円

 ３．

1,241,012,759,000円
295,727,783,092円

9,963,021,000円

 ２．
貸借対照表上の純資産額が元本総額を下回っており、その差額は
17,870,819,324円であります。

0円

 １．

２．

9,970,000,000円  １．

デリバティブ取引に係る差入委託証拠金代用有価証券として担保に
供している資産は次の通りであります。

担保資産 金額
17,565,000円

第　1　期 第　2　期
平成15年7月8日現在平成14年7月8日現在

３． ４．

719,421,500円

デリバティブ取引に係る差入委託証拠金代用有価証券として担保に供し
ている資産は次の通りであります。

2,577,420,000円

218,794,055,000円

５．

47,072,720,000円

担保資産 金額
2,577,420,000円

有価証券の消費貸借契約の担保として、消費貸借による有価証券を受け
入れており、当期末に保有している有価証券は次の通りであります。

合　　計 17,565,000円 合　　計

 
 

（損益及び剰余金計算書関係）
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ 当ファンドの配当等収益額 Ａ 当ファンドの配当等収益額
Ｂ Ｂ

Ｃ 配当等収益額合計（Ａ＋Ｂ） Ｃ 配当等収益額合計（Ａ＋Ｂ）

Ｄ 経費 Ｄ 経費

Ｅ 収益分配可能額（Ｃ－Ｄ） Ｅ 収益分配可能額（Ｃ－Ｄ）

Ｆ 収益分配金額 Ｆ 収益分配金額

Ｇ 次期繰越金（分配準備積立金）（Ｅ－Ｆ） Ｇ 次期繰越金（分配準備積立金）（Ｅ－Ｆ）

Ｈ 口数 Ｈ 口数

Ｉ 一口当り分配額 Ｉ 一口当り分配額

117,428,226円

0円

自 平 成 14 年 7 月 9 日

至 平 成 14 年 7 月 8 日 至 平 成 15 年 7 月 8 日

分配準備積立金

99,111,141円

94,366,960円

4,744,181円

19,993,000口

第　1　期 第　2　期
自 平 成 13 年 12 月 20 日

11,352,318,716円

4,744,181円

11,357,062,897円

1,427,322,717円

9,929,740,180円

9,719,948,534円

分配準備積立金

4.72円 10.04円

209,791,646円

117,428,226円

18,317,085円

968,122,364口

分配金の計算過程 分配金の計算過程
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有価証券関係）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（

第1期（自　平成13年12月20日　　至　平成14年7月8日）

　売買目的有価証券
（単位：円）

種　　類
株式

合　　計

第2期（自　平成14年7月9日　　至　平成15年7月8日）

　売買目的有価証券
（単位：円）

種　　類
株式
新株予約権証券

合　　計

547,677,486

貸借対照表計上額
20,627,619,932
20,627,619,932

当計算期間の損益に含まれた評価差額
547,677,486

貸借対照表計上額 当計算期間の損益に含まれた評価差額
939,896,196,600 62,908,942,410

0 0
939,896,196,600 62,908,942,410 

（デリバティブ取引関係）
Ⅰ　取引の状況に関する事項
第　1　期 第　2　期

自 平成13年12月20日 自 平成14年7月9日

至 平成14年7月8日 至 平成15年7月8日
取引の内容 当投資信託が利用することができるデリ

バティブ取引は、内外の取引所における
有価証券指数等先物取引、および有価証
券オプション取引であります。

取引の利用目的および取引に対する取組
方針

市場動向を勘案し、デリバティブ取引を
行う方針であります。また信託財産に属
する資産の効率的な運用に資するために
行うことができます。

取引に係るリスクの内容 デリバティブ取引には、有価証券、為
替、金利等の市場価格が変動することに
よって発生するリスクがあります。

取引に係るリスク管理体制 デリバティブ取引の執行・管理について
は、取引権限および取引限度額等を定め
た規程に従って、運用部門が執行し、リ
スク管理部門が日常的にこれを監視して
おります。

同左

同左

同左

同左
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Ⅱ　取引の時価等に関する事項

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(株式関連）

時　　価 評価損益 時　　価
うち１年超 うち１年超

株価指数先物取引

買　　建 86,505,000 -           82,160,000  △ 4,345,000 6,850,894,000 -           7,472,640,000

86,505,000 -           82,160,000  △ 4,345,000 6,850,894,000 -           7,472,640,000

(注）時価の算定方法
１．

２． 先物取引の残高表示は契約額ベースです。

３． 契約額等には手数料相当額を含んでおりません。

第2期（平成15年7月8日現在）
契　約　額　等

市
　
場
　
取
　
引

合　　　　　　　　計

区
分 種　　　　類

第1期（平成14年7月8日現在）
契　約　額　等

計算日に知りうる直近の日の、主たる取引所の発表する清算値段又は最終相場で評価しています。
２つ以上の取引所に上場されていて、かつ当該取引所相互間で反対売買が可能な先物取引については、取引量等を勘案して評価を行う取引所を決定します。

 

（１口当たり情報）
　１口当たり純資産額 1,035.70円 　１口当たり純資産額 978.54円

（１００口当たり純資産額） （ 103,570 円） （１００口当たり純資産額） （ 97,854 円）

平成15年7月8日現在

第　2　期第　1　期

平成14年7月8日現在
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